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No.10 書館通信 
 1年間で本を何冊読みましたか？ 

 4月から1月末までの、クラスごとの本の貸出状況を紹介します。 

1位は、1年5組の923冊でした！全学年を合計すると、貸出冊数は5838冊

で、生徒一人当たりの貸出数は、 7.5冊でした。史上最多の貸出冊数を記

録した去年（一人当たりの貸出冊数8冊）よりは少なかったのですが、 

     たくさん借りていただきあり 

 がとうございました。 

 なお、個人の貸出数（マンガ 

 を除いた冊数）が多かった

上位3名には、ささやかです

が図書カードをプレゼントし

ます！ 

 今年度一番読まれた本、発表！ 

1位★『かがみの孤城』 辻村 深月著、ポプラ社（10回） 

2位★『勉強大全』 伊沢 拓司著、ＫＡＤＯＫＡＷＡ（9回） 

    『万能鑑定士Qの推理劇 1』 松岡 圭祐著、角川書店（9回） 

3位★『十角館の殺人』 綾辻 行人著、講談社（8回） 

    『学問のすゝめ』 福沢 諭吉著、講談社（8回） 

    『とある魔術の禁書目録 １』 鎌池 和馬著、ＫＡＤＯＫＡＷＡ（8回） 

4位★『こころ』 夏目 漱石著、旺文社（7回） 

1-1 230冊 2-1 137冊 3-1 95冊   

1-2 233冊 2-2 342冊 3-2 224冊   

1-3 195冊 2-3 183冊 3-3 285冊   

1-4 199冊 2-4 223冊 3-4 256冊   

1-5 923冊 2-5 435冊 3-5 178冊   

1-6 576冊 2-6 228冊 3-6 138冊   

1-7 371冊 2-7 154冊 3-7 233冊   

1位の『かがみの孤城』は、去年も1位でした！ 

2位はクイズ王の勉強方法、勉強への向き合い方

がわかる『勉強大全』、「面白くて知恵がつく 人の

死なないミステリ」の『Qシリーズ』が人気でした。 



新しい本は図書館に入って右手の「新着図書」の棚にあります。 

貸出中の場合は、予約ができます。お気軽におたずねください。 

  ２月の新着図書 

伝説の家政婦志麻さんが、ホットケー

キミックスなどを使い、簡単に作れる

お菓子を紹介する。 

仕事も休みも大事にするフィンランド

人の、効率的な働き方とは？幸福度世

界ナンバーワンの秘密に迫る。 

『泣いたあとは、新しい靴をはこう。』

日本ペンクラブ編、ポプラ社   

『26文字のラブレター』遊泳舎

編，いとう あつき絵、遊泳舎   

『ニューロテクノロジー』茨木 拓也

著、技術評論社   

世界的に研究が進む脳科学。イノ

ベーションを実現し、ビジネスに応

用するための課題を探る。 

『地獄の楽しみ方』 

京極 夏彦著、講談社  

地獄のような世の中を、楽しく生きるた

めに、言葉をどう使いこなせばよいか？

妖怪研究家で小説家の著者が説く。 

『奈落』 

古市 憲寿著、新潮社   

ココロのこと、学校のこと、進路の

こと…新しい靴で歩き出すため、あ

なたの悩みに作家が真剣に答える。

ステージから転落し体が動かなくなった

歌手の香織。救いようがなく恐ろしい、

孤独の底から見える景色の先には…。 

■『業界別！ＡＩ活用地図』本橋洋介著、翔泳社  

■『小さな幸せがみつかる世界のおまじない』 

  亀井 英里絵著、パイインターナショナル   

■『科学的な適職』鈴木 祐著、クロスメディア・ 

  パブリッシング 

■『フェイクニュースがあふれる世界に生きる君 

  たちへ 』森 達也著、ミツイパブリッシング 

■『クリーンミート』ポール・シャピロ著，鈴木  

  素子訳、日経BP 

■『イチロー継続する言葉１００』英和出版社  

■『はじめてのアントレプレナーシップ論』 

  中村 寛樹著、中央経済社 

■『死の淵を見た男』門田 隆将著、KADOKAWA 

                 などなど… 

  

『フィンランド人はなぜ午後４時に

仕事が終わるのか』 

堀内都喜子著 ポプラ社  

   授業で作成したパンフレットを置いています 

  2年生が、SSHフロンティア探究Ⅱ課題研究の授業で作成したパンフレッ

ト『！！お水を守り隊！！』を、図書館入り口のSDGｓのコーナーで見ることが

できます。限りある水資源を守るために行われている、世界や日本の取り組

みを紹介しています。SDGｓには「安全な水とトイレを世界中に」という目標

があります。SDGｓについて知りたい人は、図書館で調べてみましょう。 

『志麻さんの気軽に作れる極上おや

つ』志麻著、マガジンハウス 

恋愛を題材としたものが多い、七七七

五の定型詩である都々逸。現代の解釈

を交えたイラストで紹介する。 

『3000年の叡智を学べる戦略図鑑』 

鈴木博毅著，たきれいイラスト、かんき

出版  

最古の戦略、孫子の兵法から、ドラッ

カー、トヨタ方式までありとあらゆる戦

略をイラストでざっくり学べる一冊。 


